
防露被覆

０ １４０００４ Ｂ

１０ 1監理

施工

竣工

着工

NO.

高知市都市建設部公共建築課

担当 係長 課長補佐 課長

日建・上田特定設計委託業務
共同企業体

担当 副参事

平成

令和

28年

元年

6 25

11 30

高知市新庁舎建設工事
意

仕様 目地巾・深さはシール計算により定める。
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(竪樋に溶接)

仕様

樋の継手は把金物直上に設ける。

竪樋把金物は各階毎に1箇所とする。
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吊環詳細図

パラペット（成形パネル）に付く場合

パラペット（露出防水）に付く場合
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丸環１９φ

※１　材質は外部仕上表による（ステンレス＃400）
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半湿式岩綿吹付ｔ=25

足場丸環

かんざし13φL=600

穴30φ

ネコ

L-20x20x3

(型枠取付け用)

70＊ 30

25

180以上

6
5

寸法は程度を示す。

＊は別図による。

水勾配
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水勾配
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　　　＊1：水上仕上天+200以上
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溶接金網

仕様　パラペット天端は塗膜防水(TPU)仕上とし､仕様は別図よる。

パラペット詳細

伸縮目地
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屋上パラペット(アスファルト防水・外断熱・立上り乾式・笠木なし)
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砂付ストレッチ
ルーフィング増張

塗膜防水

塗膜防水

アスファルト防水層

ゴムアスファルト系
シール

保護板＊２は　印を適用

・押出成形セメントパネル　15.0

・スレートボードフレキシブル板　8.0

・けい酸カルシウム板　12.0

2530 300内外立上り周辺

打継ぎ位置

水下天

水上天

水上＋50以上

成形伸縮目地：非加硫ブチルゴム製

保護コンクリート

絶縁用シート

コンクリート直均し(打増し)
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　　　＊3断熱材の仕様・厚さは別図による。
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タラップA（安全ガード付き）

＊は別図による。

ステンレスHL仕上げ

スチール溶融亜鉛めっき

仕様 印を適用する。
床仕上げ面
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通し筋　1-D16

通し筋　1-D16

水勾配

L=800以上

L=800

アルミニウムハニカムパネルひさし詳細

アルミニウムハニカムパネル
t=100 F-BE

PL-12溶融亜鉛めっき
2-FUE

ブラケットL=100×75×10

溶融亜鉛めっき2-FUE

とい アルミニウム
ジョイント部 アルミニウムブロック

端部 アルミニウム
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15 20

端部詳細図
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1520
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とい受 アルミニウム押出形材
とい アルミニウム押出形材F-BE

15
押出形材F-BE下面目地材

ジョイント部詳細図

支持材　別図による 支持材　別図による

端部詳細図一般支持部詳細図

ジョイント目地仕様

(上面）　・　シーリング(SR-2)

・　成形ゴム（シリコーンゴム）

(下面）　・　成形ゴム（EPDM-S）

・　なし（空目地）

M16溶融亜鉛めっき
2-FUE

座板

マットシーラー挟込み
FB-12

(  ) (  )

＊排水機構は別図による。
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t=4.5

アンカーボルト
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保護モルタル

　15

防水層
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＊２は別図による。

＊１はスラブ厚及び配筋は構造図による。
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※押えコンクリート内溶接金網は、全て3.2φ100x100に読み替える。

部分詳細図－１

完成図　意-117

金属-011-1＿1,2,3階室外機置場ﾀﾗｯﾌﾟ製作図(ｵｵﾂｶ)　参照

階段-06＿4,6階ﾒﾝﾃﾅﾝｽ階段製作図(ｽﾃｱｯｸｽ)　参照

階段-07-2＿屋上ﾒﾝﾃﾅﾝｽ階段製作図(ｽﾃｱｯｸｽ)　参照

金属-022-1＿屋上点検歩廊手摺製作図(ｵｵﾂｶ)　参照

金属-006-1＿南面ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑﾊﾟﾈﾙ庇製作図(興和金属)　参照

下がり止め PL-6
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下り止め PL-6

樋下り止め PL-6

7
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塗膜防水

塗膜防水

半湿式岩綿吹付ｔ =50 半湿式岩綿吹付ｔ =50

磁器質ﾀｲﾙ300角へ変更

監理　日建・上田特定監理業務等共同企業体

施工　大成・大旺新洋特定建設工事共同企業体


